
イタリア、トスカーナ州。そこにはモンテレッジォという山村があった。
聞けば、その山村にはイタリアの本屋の起源があると言う。
いったいどういうことだろう。わずかに残った子孫たちから消えゆく
話を聞き歩いた。そこには、見知らぬイタリアが埋もれていた。
著者が何かに憑かれたように、一生懸命に書いた一冊。
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『ネメシス①』今村昌弘 講談社タイガ

『テルマエ・ロマエ ～小説版～』伊豆平成 KCG文庫

『盗賊会社』星新一 新潮文庫

『魔王学院の不適合者⑦⑧』秋 電撃文庫

『涼宮ハルヒの陰謀』谷川流 角川文庫

『涼宮ハルヒの憤慨』谷川 流 角川文庫

『86―エイティシックス―⑥⑦』安里アサト 電撃文庫

『都会のトム&ソーヤ①』はやみねかおる 講談社文庫

『悲亡伝』西尾維新 講談社ノベルス

『八月の銀の雪』伊与原新 新潮社

『仕掛島』東川篤哉 東京創元社

『浪人回避大全』濱井正吾 ＪＭＡＭ

『国際化学オリンピックに挑戦!⑤実験』朝倉書店 
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『日本の乗用車図鑑1975-1985』三樹書房

『みんなのお金とサービス大事典』

井手英策 誠文堂新光社

『食べる経済学』下川哲 大和書房

『ブラザーズ・ブラジャー』

佐原ひかり 河出書房新社

『ナゾトキ・ジパング』青柳碧人 小学館

『ずっとお城で暮らしてる』

シャーリイ・ジャクスン 創元推理文庫

『熱源』川越宗一 文春文庫

『野良犬の値段㊤㊦』百田尚樹 幻冬舎文庫

『おこだでませんように』くすのきしげのり 小学館

7 月 の 新 着 図 書

7月1日は「建築士の日」です。

1950年のこの日、建築士法が施行されたことを由来に、

1987年に公益社団法人日本建築士会連合会が制定しました。

いつもの街並みにはたくさんの建築士たちの想いがつまっ

ているのかもしれません。

私たちの暮らしを豊かにして、支えてくれてる建築士。

この機会に建築士についてもっと知ってみよう！

建 築 士 の 日

『百姓貴族①-③』荒川弘 新書館

『水に埋もれる墓』小野正嗣 朝日新聞社

『ビューティフル・ネーム』鷺沢萠 新潮社

『珍妃の井戸』浅田次郎 講談社

『テクストから遠く離れて』加藤典洋 講談社

『対話篇』金城一紀 講談社

『夢をかなえるゾウ0』水野敬也 文響社

『どついたれ』手塚治虫 講談社

『もの思う葦』太宰治 新潮文庫

『その青の、その先の、』椰月美智子 幻冬舎文庫

『君はこの国を好きか』鷺沢萠 新潮文庫

『女のいない男たち』村上春樹 文春文庫

投稿者  くずもち さん

『モンテレッジォ 小さな村の旅する本屋の物語』内田 洋子 著

学 生 推 薦 図 書

『僕とおじいちゃんと魔法の塔①』

香月日輪 角川文庫

 『店長がバカすぎて』早見和真 ハルキ文庫

『七色いんこ②』手塚治虫 講談社

『ナイルに死す』アガサ・クリスティー ハヤカワ文庫

 『探偵・日暮旅人の失くし物②』

 『探偵・日暮旅人の忘れ物③』

山口幸三郎 メディアワークス文庫

『地図と拳』小川哲 集英社

 『この世の喜びよ』井戸川射子 講談社

 『藤井旭の天文年鑑 2023年版』

藤井旭 誠文堂新光社

『短歌部、ただいま部員募集中!』

岩波ジュニアスタートブックス

『一冊でわかるギリシャ史』河出書房新社

『中高生のための文章読本』筑摩書房

『イラストノート NO.32』誠文堂新光社
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